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学校長  中   西   義  郎

り

専

よ

一品
だ

読書、そ して図書館

“
図書館だよリ

カ
に何かということで、これを機にこれまでの

“
図書館だより

"(陥
1～NQ28)に 目

を通させていただいたが、教官方からの寄稿のほとんどは学生への読書のすすめを主題にされている。

高専での
“
図書館だより

"と
してはこういったものになるのも充分うなづけることであり、私からもま

ずはその趣旨に沿って希望を述べておきたい。

その 1つ は、読むのにエネルギーを必要とするものを読んでほしいということである。図書といって

もその種類は多様であり、また読書といってもその態様はさまざまである。どんな本をどんな読み方を

しようとも、それはそれなりの意義をもつといってよかろうが、能力にしろ人間性にしろ積極的なレベ

ルアップにつなげようとする読書には、それなりのエネルギーが必要である。若い時代にそういった読

書の経験をもってほしいし、また学生時代だからこそそういった読書を心がけてほしいと思う。

もう1つ は、必読図書についてである。小谷先生が図書館委員長をしておられたときの言葉を借 りれ

ば、学生諸君に良書選択のめやすを示すことは年長者の義務である。このような趣旨で10年ほど前に奈

良高専必読図書100冊が選定されており、その手引きがつくられている。名著を自分の手で発見 した喜

びはその書物への感動と関′bを 倍増 してくれることで、名著の発見は自分の手でというのが理想ではあ

ろうが、いずれより高いレベルでこういった名著の発見、出合いができるためにも、すすめられた良書

で力をつけておくことは大事であろう。ということで、最近忘れられかけようとしている奈良高専必読

図書100選を一必要なら見直 しをして一、学生に対する図書館矛け用の説明の機会などに学生に教示 して

いただきたいし、また学生諸君はそれを活用 してほしい。

話は変わるが図書館について少 し触れておこう、高専における図書館の使命が学生の勉学支援であれ

ば、図書の充実と利用環境の整備が主な課題であり、さほど高度なサービス機能は必要でないかも知れ

ない。今後、教官の研究、教育活動に対する支援も含めて、学術情報の校内中枢としての機能が要請さ

れるとすれば、校外の学術情報システム、学術情報データベースとのかかわりあいのもとで、その在 り

方を構想 し検討 しておくことが必要であろう。

また、図書、図書館に関係 した新 しい動向一たとえば、電子出版テレマティークライプラリシステム
ーにも目を向けておくことも必要であろう。



卒 業 生 か らの メ ッセ ー ジ

図書館の利用方法
図書館に足を運ぶ癖がつけば、そのうちすばらし

い一冊に出会うといった新 しい発見ができるはず

です。何か自分なりに発見ができれば、それであ

なたは図書館を有効に利用 したことになると言え

るでしょう。

それでは僕が図書館をどんなふうに有効利用 し

たか紹介 しましょう。僕の場合、先程も述べたよ

うに図書館はレポー トや試験のときなんかに有効

的に利用 してきました。 レポー トでは研究課題な

んかが出されると 「なんかいい参考文献がないか

なあ」とさがす訳ですがそうするとよく、文章の

途中に線が引いてある本に出くわすわけです。

「これだ」と思ってその線の引いてあるところを

写すわけです。これで完壁です。親切な先輩の方々

が後輩のためにレポー トで必要な文章を教えてく

れるわけです。また試験の対策になるような本は

ないかなあと探 していると、演習問題なんかの見

出しに丸印がうってあったりするのを見付けたり

します。そういった本は過去の先輩達の試験で出

た可能性がありますから少しチェックが必要です。

(とくに物理など)こ ういったことは余 りまとも

な図書館利用法とは言えませんが、普通の図書館

ではできない高専図書館らしい活用方法ではない

でしょうか。まあ 「レポー トや試験なんてコピー

が回ってくるからそんなことせんでもええわ」と

言われればそれまでですが、そういう人もたまに

は図書館で調べてみてください。

あまりたいした図書館の有効利用法をお教え出

来ませんでしたが、とりあえず図書館に
“
遊び

"

にいって図書館好きになることをお勧めします。

きっと本のおもしろさと重要性が発見もしくは再

確認出来るはずです。

『高専における図書館の傾向とその対策』

機械工学科 吉 村 朋 朗

何か図書館について書くという事であるが、色々

と考えた末に月並ながら 『五年間を振 り返って私

と図書館』みたいな内容を書いてみようと決めた。

題名はアイキャッチであって内容と関係なく決め

たので、そのつもりで読んで欲 しい。
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機械工学科  森  本  泰  正

もう卒業か。

5年 といっても早いもんやなあ。

中学生やってんけどなあ。

5年 間何 しとってんやろ。

卒業が目の前に見えたときの感想です。本当に

あっという間に卒業という気がします。中学生の

頃と現在の自分はどう変わったでしょうか。確か

にこの5年 間でいろんな難 しいことを学び、知識

は増えたでしょう。特に専門のことについての知

識はある程度大きな物になったことは間違いあり

ません。 しかし卒業を迎えた今、20歳の自分が中

学生の頃と比べて大人になったなあという気はそ

れほどしないのです。
i困

ったことです。それでま

あ皆さんも時々は現在の自分と中学時代の自分を

比べてみて、どれだけ進歩 してるか考えるのもい

いかも知れません。 (マイナスに進歩 していない

ことを祈 ります。)

さて、図書館についてということなのですが、

僕は専らレポー トの参考文献や試験のときなんか

に利用させていただくぐらいで、趣味として図書

館に行って小説なんかを読むということはしませ

んでした。それで図書館の有効利用なんてあまり

言えたがらではありませんが、あえて言わせて貫

いますと、

「よく図書館にいく。」

これに尽きると思います。これができれば有効利

用 したのも同然です。別に本を探 しにとか読むた

めにいくというのではなく、ただ
“
遊び

"に
(余

りいい表現ではない)ヽ くヽだけでいいのです。我

が高専図書館は大きな声で喋ったりしないかぎり

おこられませんから、友達同志誘いあって暇つが

しのような気軽な感 じでいきましょう。図書館側

も皆さんがよく禾U用してくれるようにとAV機 器

の設置を初め様々な工夫をされておられるようで

すから、どんどん図書館で
“
遊び

"ま
しょう。ま

あ5年 間 1回 も図書館に行かなかったという人は

いないと思いますが、あるものはなるたけ使わな

いと勿体無いと思います。そうして何度も何度も



この高専に入って最初の2年 間、つまり丁度学

生服で通っていた間はほとんど図書館に足を踏み

入れたことはなかった。だからと言って本が嫌い

という訳ではなく、逆に本を読む事は好きな事の
一つである。現にその頃、一週間に4、 5冊 (そ

の大半が書き下 しのOOミ ステリーといった簡単

なものであったが)の ペースで本を読み飛ばして

いた。この本は自宅の近 く (徒歩 5分 )に ある市

立の図書館から借 りていた。

3年 生になると、まだ少 しばかりは来るように

なった。これは専門書が必要だったからである。

機械科は (現在ではどうか知らないが)1、 2年

生の間は専門書なしで報告書が書けたが、 3年 生

になると設計などのために必要になって来たので

ある。

この3年 生の時の夏休みには図書館で2週 間の

アルバイ トをした。これが図書館と近づく大きな

きっかけであったと思う。図書館でアルバイ トと

いうと涼 しい中で本の修繕やちょっとした整理で

もおとなしくやりそうに聞こえるが、この年は本

にバーコー ドを貼るという作業の手伝いをしたの

で、図書館の中と各教官の研究室にある蔵書の全

てを書架から一度出してバーコー ドを貼った後に

また元の所に戻すといった事をやった訳だ。これ

はちょっとした肉体労働であった。

これが4年 生になると、いかな機械科でも報告

書を書 く為に専門書が必要になる。この為にかな

りの広範囲 (化学 ・電気 ・物理も含めて)に わたっ

てウEつ いた記憶がある。更にこの年の夏休みに

も図書館のアルバイ トをした。この時に書架の配

置を現在のように変えて、今の開放的な雰囲気の

図書館が誕生 したのである。と、大袈裟な書き方

をしたが、この配置というのは特に気に入ってい

るのである。同時に本の整理もした。分類 ・配置

を行ったのである。つまり書架だけでなく、ほと

んどの本を入れ換え、整理 したのだ。

5年 も後期に入ってから図書館に入 りびたるよ

うになった。まあ、クラブの連中と一緒にダベッ

たり (図書館内では静かにしなければならないか

ら静かに喋っている。せっかく開放的になったの

だから少 しはいいのではないかと思う)す るから

という事もあるし、卒業前になって改めて図書館

に、読んでいない面白そうな本がある事に気が付

いてアセッていたのである。

図書館の中を隅々まで見た事のある人は分かる

と思うが、高専の図書館には専門書類を始めとし

て種々雑多な本が並んでいる。おそらく、誰でも

自分に興味のある分野、興味を持たせるような本

を見つける事ができるだろう。色々な分野に興味

があると、面白そうな本が次から次から見付かっ

て来るので大変である。

もし、図書館の中に興味のある本が全然ないと

いう人が居るなら、自分が面白そうだと思う本を

図書係の人に注文 してみればよい。確実に入ると

は言えないが、マンガが入 り始めたのも学生の意

見からである。他にも 「こうしたいJと 思う点が

あるなら言ってみる事である。高専の図書館とい

うのは学生の為にあり、学生が造っていくものな

のである (古くさい言い回しだな)。

具体的にどんな面白い本があるかというと、こ

れはSF研 究会 (お―さりげないクラブの宣伝)

に入っていたのでSFを 勧めたい所ではあるが、

とにかく面白かった、面白そうだという本を書い

ておく。

雑誌類ならば 『歴史読本』や 『太陽』 『SFマ

ガジソ』 『キネマ旬報』、特に 『ニュー トツ』と

『科学朝 日』が面白いと思う。小説ならば絶対に

読んで欲 しいのが 『アルジャーノンに花束を』で

ある。他にも岩波文庫や全集物の中に日本 ・外国

の名作がそろっている。単行本の 『モモ』なども

いい。雑多なものでは 『ブルーバックス』シリー

ズは特に勧めたい。それに 『アシモフ選集』 (別

にSFで はない)や 『旧約 ・新約聖書』 『プラト

ン全集』 『フロイ ト全集』 『TABIDASU』 『日

本のわらべ歌全集』 『四字熟語の辞典』 『カスパー

ハウザー』 『謎のイースター島』等々が面白い。

理系の学生だからと言って片寄らず、広範囲の分

野に手を出して欲 しい。

最後に。図書館とは余り関係ないが、新入生に

書 くのはこの場 しかないので書いておく。この学

校は求めれば与えられ、叩けば門の開く学校なの

だから
“
何か

″
をやってみて欲 しい。

五年間をぶ り返 って
～僕の図書館～

電 気 工 学 科  平  井  一  男

五年という年月は確かに長いように思われます

が、あり返ってみると、何だかすぐに終わってし

まったように感 じます。

しかし、すぐに終わったように感 じても、思い
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出というものは数えきれないほどたくさんありま

す。特に僕の場合は同好会を3つ も設立 したり、

毎年毎年
“
留年

″
しそうになったりと、波乱万丈

の五年間でした。その上、SF研 など現存サーク

ルを含めると、 5つ ものサークルに席を置いてい

たのです。でも、サークル活動以上に活動 してい

たものがあります。それが図書委員会活動です。

活動、といってもたいしたことをしていたわけ

ではなく、カウンターに座って図書の貸 し出しを

したり、バーコー ド導入時における蔵書整理をほ

んの少 し手伝ったり、学生へのアンケー トの原稿

を作ったりしたぐらいです。でも実際は係の人に

迷惑をかけていただけのようにも思います。

五年間のうち、三年間を図書委員として過ごし、

委員長を勤めたこともありました。そのためか、

昼休みともなると教室や研究室よりも図書館にい

るときの28tうが多いのです。

図書館にいる時間が長いということは、それだ

け利用者をよく観察 していたということにもなり

ます。

そこで、利用者のマナーワース ト5を 上げてみ

ましょう。

まず第 5位 。これはピデオを導入 したために起

こりました。ヘッドホンを耳にあてず、音声を大

きくして多人数で見る人。これはまわりに迷惑が

かかるためにやめていただきたい。最近は最大 4

人まで同時に利用出来るようになったので、少 し

減っています。

次に第4位 。話 し声が大きい。私もよく注意さ

れていたので他人のことは言えませんが。とにか

く、図書館ではお静かに。

第 3位 。カパソの持ち込み。いくら注意して

も
“
私は関係ない

"と
いうような顔で平気で持ち

込む人がいるのです。確かにカバンの中からいち

いち本やノー トなどを出してテープルまで運がの

は面倒なのはわかりますが、規則は規貝」なのです。

守ってもらわないといけません。

さて、第 2位 です。皆さん知ってのとおり、図

書館の出入口には赤外線セツサがついています。

利用者の人数カウンターとして使われているもの

で、 “おもちゃ
"で

はありません。いたずらにカ

チャカチャとカウントして遊ぶのはやめて下さい。

毎日、係の人がチェックしている大切なものです。

それが、前月故障 していたのです。いたずらが直

接の原因とは思いませんが、とにかくやめていた

だきたい。

利用者の悪いマナー栄えある (?)第 1位。入

学してから1.2年 はほとんど、いや誰もいなかっ

たように思うほどごく最近 目立ってきたものです。

おそらく低学年だと思います。

図書館内での飲食。これまで、いや、4、 5年

生は図書館に入る前に必ず食べ物は始末するので

すが、図書館内のゴミ箱にはおかしの袋やアイス

キャンディーの棒が入っているのです。市立図書

館やその他の図書館どこを見ても、そんなゴミが

捨ててある所は一つもありません。小学生、中学

生が守っている規則を高専生が守っていないとい

うのは、あまりにも悲 しい事実です。

以上、僕が図書館にいたとき気付いた点を少 し

遊びながらですが述べさせてもらいました。五年

間という長い年月。 レポー トや宿題、テス ト勉強

と、図書館にはお世話になるのです。この文の題

に
“
僕の図書館

"と
書きましたが、みんな一人一

人が
“
僕の図書館

"と
いう気持ちで、大切にして

いって下さい。

図書館と私
化学工学科 久  保  清  泰

私は、あまり本を読む方ではありません。その

ような私が、いきなり 「
“
図書館だより

"に
載せ

るから原稿を書いてくれ。」と、いわれましてもど

う書いたらよいものかと、悩んでしまいます。 し

かし、この5年 間、私は私なりに図書館を利用さ

せてもらいましたので、私なりの利用法を書いて

みたいと思います。

まず、 「高専の図書館」と問いて連想するのが、

専門書です。私は化学工学科なので、化学の専門

書 しか知 りませんが、その蔵書数の多さには目を

見張るものがあります。 1年 の時は、これらの専

門書を見てもほとんどわからず、 「卒業する時に

は、わかるようになるのだ。」と、思っていました。

しかし、卒業を控えた現在、やはり半分もわから

ず、 「この5年 間は何だったんだ。」と思ったりし

ていますが、それでも、 1年 の時よりは、少 しは

わかるようになり、 5年 間で、私の目標である
“
化学技術者

"に
半歩でも近づけたのだと喜んで

います。

次に、私は陸上部に所属 していましたので、練

習内容、練習計画、調整の仕方などを調べるのに、

陸上競技の指導書をよく読みました。そのような

時、上級生の人は知っていると思いますが、当時
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はパーコー ド処理ではなく、貸出カー ド制だった

ので、本の裏にある貸出カー ドに、陸上部の歴代

OBの 名がずらりと並んでいるのを見つけると、

「OBの 人達も、この本を見て強 くなっていった

のだ。」と、やる気がでてきたものでした。

また、私は、小説類はあまり読みませんでした

が、図書館にある手塚作品を始めとする
“
漫画

"

はほとんど読みました。やはり、図書館に納めら

れているだけあって、その辺にある
“マンガ

"と

は、一味も二味も違 う作品ばかりでした。中でも
一番印象に残っているのが、手塚先生の 「ア ドル

フに告 ぐ」です。たいていの人が読んでいると思

いますので、話の内容は省きますが、映画を見て

いるようなスピーディーな展開、登場人物が複雑

に絡み合った構成と、見事な作品に仕上がってい

ます。私はこの作品を、4年 の後期中間試験の試

験勉強の合い間に読んでいたのですが、途中から

は、この作品を読む合い問に勉強するようになっ

たほど、夢中になりました。まだ、読んでいない

人は、ぜひとも読んで下さい。

最後に、新聞、雑誌コーナーを、取 り上げたい

と思います。ここで、私はほとんど毎日、奈良新

聞を読んでいました。大阪出身の私にとって、奈

良についてのいろいろな情報を、この新聞が与え

てくれ、この5年 間ですっかり、奈良県人になれ

たのではないかと思います。新聞といえばもう一

つ、英字新間がありますが、これはとうとう読ま

ず (読めず)じ まいでした。雑誌でよく読んだの

が、 「Number」 です。これは、スポーツ総合誌

ですが、この雑誌を読めば、スポーツの素晴らし

さが伝わってくるような、そんな雑誌です。また、

蔵書検率堪蚤殆ソコンで!

4月 から、利用者のパソコンによる本校図書館

の蔵書検索ができるようになりました。LANシ

ステムの導入により、図書館のパソコンが結ばれ

たため、そのうちの一台を蔵書検索用として利用

者に使ってもらうことにしたものです。

今まであまり図書館を示じ用 しなかった人も、さっ

そく図書館に来て、見て、そして試 してみてくだ

さい。きっとご満足いただけることでしょう。検

索には、複合検索 ・一元検索 ・高速前方一致検索

の 3通 りの方法があり、書名 ・著者名 ・出版者

(社)・ 登録番号 ・分類番号 ・ISBN等 で検索

することができます。検索方法はいたって簡単で

すが、もしわからないところがあれば、お気軽に

係員にお尋ねください。お待ちしてます。ら(注 :

利用頻度の高い図書、近年購入 した図書以外のも

ので、書名等が未入力の図書もありますので、従

来どおり目録カー ドとの併用をお勧めします、念

のため。)

なお、本校の蔵書とは関係なく、現在出版され

ている図書 (1984～)に ついてもJ一 BISC

(という名のCD一 ROM)に より検索が可能で

す。希望者は係員まで声をかけてください。 (こ

の検索は係の方で行います。)

あれこれ上手に使って、心の糧となるような

『あなたの本』をぜひ探 してみましょう1レポー

トだってあっという間にできあがりかも?そ んな

お手伝いがしたくて図書館のパソコンも係員もう

ずうず しているのです。●揮堺 晶。撹緊&ぅ`Ti臀占g『丁
「工業材料」 「化学装置」、 「水処理技術」等で

す。これらの雑誌は、専門書ほど難 しくありませ

んので、気軽に読んでみて下さい。そ うすると
“
専門教科は取っつきにくいもの

"と
決めつけて

いる考えが、変わると思います。

何か、おもしろくない文章をだらだらと、書い

てしまいましたが、この他にも、オーデイオ ・ソ

フ トなども、充実 していますので、皆さんも、ど

んどん図書館を利用して、有意義な高専生活を送っ

て下さい。

- 5 -
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平成2年度 読 書感想文コンクールについて

今年も、夏休み恒例の読書感想文 ヨツクールを、図書館委員会と国語科の共催で行います。今年は、

新しい試みとして、課題図書の枠を外 し、先生方から推せんされた図書は、すべて参考図書としました。

1、 2年 生の選択の目安として☆印をつけました。が、いずれの学年も、 「参考図書」を参考にするけ

れども、他からも自由に選んでよいことになっています。

図書館のカウンターに並べておきますので参考にして下さい。

参 考 図 書 一 覧

く 文 芸 作 品 〉 く文 芸 作 品 以 外 〉

☆ 我 矛U馬 の 船 出

☆ 漂 流

☆ オ イ デ プ ス 王

☆ もヽ ま を 生 き る

☆ 縦 走 路

ラ ブ ス トー リ ィ

卒 業 の 夏

夢 を み た 海 賊

教 煙      `

水 中 都 市 デ ン ド ロ

カ カ リア

刺 青 ・秘 密

近 代 能 楽 集

赤 ひ げ 診 療 訴

自夜 く窃 径 の 章 )

伽 郁 子 の た め に

電 話 男

ゴとクD浮募

ア ー サ ー 王 の 死

灰 谷 健 次 郎 新

吉 村   昭 新

ソ ポ ク レ ス 新

N グ
手 ラパ ゥ ム  新

孝千  田   次   郎   新

E . シ ー ガ ル  角

K . M . ベ イ ト ン  福

な だ い  な  だ  ち く

井  上    清  新

安 部 公 房 新

谷  崎  潤 一 郎  新

三 島 由 紀 夫  新

山  本  周 五 郎  新

渡  辺  淳  一  中

季    抜  成  新

小 林 恭 二 福

井  上    靖  新

T .マ  ロ  リ  ー   ち く

☆ 未 知 の 国
す ば ら しい 人 た ち

☆ 旅 人

☆ 緑 の 冒 険

☆ ま ち が っ た っ て
い もヽ じ ●な ヽヽ か

☆ オ モ ニ の 歌

ぼ くの 音 楽 武 者 修 業

こ こ ろ と技 術 革 新

日出 る 国 の 工 場

ハ ー メ ル ン の 管 吹 男

海 峡 を 越 え た
ホ ー ム ラ ン

古 典 と伝 統 に つ い て

日本 の 面 影

禅 と は 何 か

茶 道 の 歴 史

お しまな し フ ァ ジ イ

日本 人 の 英 語

学 校 ・学 歴 ・人 生

歴 史 を 動 か した 発 明

日本 の 警 察

ソ ブ ィ エ ト見 脚 録

飛 鳥 と は 何 か

日 沼 武 能 岩 波

瀬チ リl i   ラ毒  対々   角   ブ1 1

向 後 元 彦 岩 波

森       毅  ち く ま

岩 井 好 子 ち く ま

小  澤   征   再 雷  新   瀬

木 村 治 美 文 率

村 上 春 織 他 新 潮

阿 部 謹 也 ち く ま

瀬   ブli  夏   央   朝   日

小  林  秀  維  熊 談 社

ラフぞ貢二づ 角 デ11
鈴 木 大 軸 角 ブ1 1

桑  田  忠  親  韓 談 社

西 日 俊 夫 翔 犠 陰

ピ ー タ ー セ ン 岩 波

森 鳴 通 夫 岩 波

平  日    覚  岩  波

久  保  博  司  講 談 社

大  蔵  維 之 助  総 談 社

権  原    猛  集 英 社

潮

潮

瀬

瀬

瀬

ナ| |

武

ま

瀬

瀬

潮

瀬

瀬

公

潮

武

瀬

ま

●

中??質問 ・相 談 コ ー ナ ー イ″″″″″町

⑥パソコンで検索したら“データはありませ,
ん"と出ました。現物はあるし、目録カードチ
にもあるのになぜですか?        ヶ
①現在、図書館には6万 5千冊の蔵書があり,
ます。そのうち、2万冊ほどの図書についてチ

は、書誌情報が入っています。残りの4万冊イ
はまだ入力できていません。たまたま、貴方ケ
の捜していた図書は、まだ遡及入力できていケ
ない本だったんですね。毎日カウンターで入チ
カ作業をしているのを見かけることがあるでチ
しょう。皆さんも、協力して下さい。   チ

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? , ? ?′ ′″イ″″〃″′′″″″″″″″″
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今年度の図書館委員会・学生図書委員会について

今年度の図書館委員会のメンバー及び、役割分担等が次のように決まりました。

図書館委員会

委員長 大 田(木 ・金)

図書部会   視 聴覚蔀会  研 究紀要部会

○森  (水 )

中和国 (月 )

西田  (火 )

井日 弘 (木)

浅井  (月 )

植村  (水 )

○井 日高(水)

中和田 (月 )

器端  (金 )

西田  (火 )

京兼  (火 )

井口 弘 (木)

植村  (水 )

○京兼 (火 )

溝端  (金 )

森   (水 )

浅井  (月 )

井日 高 (水)

長
躍

会
当

部
担

は
は

①
０

当番日には、図書館で待機 して下さるので、

読書指導を受けて下さい。レポー ト等のア ド

バイスを受けるのもいいですね。

見 なおそ う !
“
岩波 ジュニア新書

"

『これからの人生を歩む君たちが、生きることのほんとうの意味を問い、大きく明日をひらくことを期

待 して』
“
岩波ジュニア新書

"が
発刊されたのは、ちょうど10年前でした。 “青春をみがくこの一冊

"

として、以後毎月 1～ 5冊 が出版され、現在170冊を数えます。

当初、こんな本が高専生に読まれるかな?と不安がいっぱいでしたが・……、真面目に真摯に青春 して

いる人が、こんなにもたくさんいました。棚の整理をしながら、ちょっと調べたのですが、どの本にも

日付印が押 してありました。それを見た時の気持ちは、感動といってもいいくらいのものでした。

とりわけよく読まれた上位20冊のうち、戦争と平和を考えるテーマの本が3冊 も入っていたのには驚

きました。科学関係のものが5冊 というのは高専の性格すれば、当然といえるのでしょう。あと、青春

について 5冊 、そ して趣味を通 して人生に問いかけるもの、の順になっています。

10周年を記念 して、岩波書店では行事等を行なっているようです。皆さんもこれを契機に読んでみま

せんか。

く奈 良 高 専 岩 波 ジ ュ エ ア 新 書 ベ ス ト20〉

1 ア イ ンシュタイ ンが考 えた こと 佐 藤 文  隆

2 思
奉期

空 宗 喜廷を こころの性一  石  田 和 男

3 ・
945年

邑 母 e屋 語 り つ づ け る一  伊 東   壮

4 能
力

二 褒 多 ぁ 愛 件 と 生 き が い 一  官 城 音 弥

5 考 え る理科 10話         小 野   周

6 化 学基 本 デー タ        竹 内 敬 入

7 恐
竜 はなぜ滅

生 奉笹代 の なぞ―  小 畠 有再 生

8ピ ラ ミッ ド|ま語 る     吉 村 作 治

9  若 いや つは失 礼 小 林 道 雄

学生 図書委 員

※ NItA MBoS E I C

1

2

3

4

5

唇 合

多 恵 子

藤 本 周 作

田 口  努

吉 原 健 一

尾 形 活 史

節

」 壊ヽ

穂 藤

〇 仙 石
軽

隅 田 康 則

金 圭 史

松 本 通 弘

柳  真 介

多 田 和 也

上 東 憲 司

森 田 潤 司

中 ― t r _

ズフ| 1  毅

鋤 勝

強 本 公 二

′電痔

清 水 準

り| | ― F

林 和 也

辻 本 達 哉

○は委員長

委員長の仙石君 (4B)を 始め、委員の皆

さんは学生と図書館を結ぶパイプ役として活

躍 して くれることを期待 しています。

11 聖 書 物 語            山 形 孝 夫

12 青
春

兵 控 琶 皆 安 ポ _ッ .読 書 ―  真 継 伸 彦

13 東
京 が燃 え た

三 戦 争 と■学 生 ―  早 乙女 勝 元

14 き
み た

三 生 誓 奮 意 味 を求 め て一  宮  田  光 雄

15 ベ ー トー ブ ェ ンの生 産      山 根 銀 二

16 戦 争 と沖縄 池 宮城 秀  意

17 食 糧 問題 と きみた ち      吉  口  武 彦

18 高 校野球 の青春         神  田  順 治

19 最 新科学 の常議         星 野 芳 演ド

10 大 学 で何 を学 ぶか       隅 谷 三 菩 男 20  登 山入 F弓 近 藤 信 行



分類番号別利用統計
機教 : 1 0 8 5 5冊

平 成 元 年 度

〔クラス別貸出冊数〕

図書 館 利 用 統 計

田 鯛

□ 辞

田 股

lllllllllllll離
田 自鮮
霞 蝉 術
‐ 獣
lllllll鞠諭

lllllllllllll辞

田 難

囲 朝瞬損。そ伽 m5m9%

匡垂5年  1483m弧%

田 4年  郷 的冊 7 %

lllllEl tt  lmm財
l l l l l l l l l l t t   ・珊 財

田田1年  1901m18/OF

卿
珊
醐
卿
蜘
卿
珊
卿
卿
卿

学年別利用統計
お数:1 0 8 5 5冊

分類別蔵書数 (1990.4・ 1現在)

種別 総記 哲学 歴 史
会

学

社

科

然

学

自

科
工 学 産業

芸術

体育
語学 文学

庫

書

文

新 合 計

和 書 8,27i

洋 書 1

合 計 3,328 3,07を 65,045

編集後記

0年 3回 発行 していたの

に、いつの間にか2回 に

なってしまって…

0情 宣活動は図書館活動

の大切な部門です。次回

は、学生図書委員の皆さ

んにも手伝ってもらって

内容の充実 。一新を計 り

たいと思っています。
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